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蒔絵や沈金を含んだ様々な材質を持つ棗を対象とす
るほか。古城などの大型の建造物への適用を考えて
いきたい。また、同じ材質でも劣化や時代ごとの製
法の違いにより光反射特性に違いがある可能性があ
る。これらの違いを計測し、推定するためには精度
の向上が必要である。そして、生成した3DCGの再
現精度を数値的に検証し、さらに鑑賞に適したシス
テムの開発をする必要があると考えられる。 
 本研究の成果の一部は、日本デザイン学会春季大
会と日本色彩学会画像色彩研究会でそれぞれ発表し
た。また、日本デザイン学会誌デザイン学研究特集
号に掲載された。 
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